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「国際ロータリーの動向」











「主役はクラブ」

ロータリークラブの世界的ネットワークである

「国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会のリーダー
のネットワークを通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨励し、
世界理解、親善、平和を推進することである。」

（ロータリー章典２６．０１０．１．）
ロータリアンであることに誇りを持ち、

ロータリーを語ろう！



国際ロータリーの組織構成
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国際ロータリーの決定機能
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国際ロータリーの運営機能



国際ロータリーの職員数 （2018年9月現在】

RI RI 比率 TRF TRF比率 合計

本部 478人 86% 78人 14% 556人

ブラジル事務局 9人 69% 4人 31% 13人

ヨーロッパ・アフリカ事務局 35人 81% 8人 19% 43人

日本事務局 10人 67% 5人 33% 15人

韓国事務局 11人 73% 4人 27% 15人

南アジア事務局 25人 68% 12人 32% 37人

南太平洋・フィリピン事務局 10人 77% 3人 23% 13人

南アメリカ事務局 2人 100% 0人 0% 2人

プネ・サービスセンター 114人 100% 0人 0% 114人

合計 694人 86% 114人 14% 808人



国際ロータリーの会員数

• 2018年7月 1日 1,195,107名

• 2018年9月30日 1,218,134名

• 純増 23,027名

• 前年同時期対比 -5,746名

• 女性会員比 22.51％

• 40歳未満会員比 5.91%



国際ロータリーの目的

RIの目的は次の通りである。

(a)ロータリーの目的を推進するようなプログラム

や活動を追求しているＲＩ加盟クラブとＲＩ地区

を支援すること。

(b)全世界にわたって、ロータリーを奨励し、助長し、

拡大し、管理すること。

(c)ＲＩの活動を調整し、全般的にこれを指導すること。



「インスピレーションになろう」

2018-19年度ＲＩ会長 バリー・ラシン（バハマ）



ロータリーの戦略計画 2010年7月スタート

• ロータリーがこれからもダイナミックな組織でありつ
づけ、世界中の地域社会に貢献していくための将来
への指針となるのが、ロータリーの戦略計画です。

• ロータリーの戦略計画は、3つの戦略的優先項目を掲げ、そ
の下に１８の目標を定めています。ロータリーが将来も強くて
活気ある組織であり続けるために、私たちはこれらの優先項
目と目標を指針としています。

この戦略計画は、アンケート調査、フォーカスグループ（座談会調査）、委

員会、会合を通じて集められた会員の意見を基に形づくられました。

ロータリーがこれからも目標に向けて前進しつづけていくために、戦略計

画はロータリアンの願いや希望を取り入れながら進化していきます。



ロータリーの戦略計画



戦略的優先項目推進の取り組み

クラブのサポート
と強化

ロータリークラブ･
セントラル

クラブの刷新
性と柔軟性を
育てる

人道的奉仕の
重点化と増加

ポリオの撲滅

補助金モデル
六つの重点分野

公共イメージと
認知度の向上

イメージとブランド
認知を調和させる

中核的価値観を
推進する

（職業奉仕を強調
する）



戦略計画が目指すロータリーの姿

より安定した財務状況
と高い運営効率

より大きな
活動成果

活発なクラブ

より大きな
注目と影響



2014年3月のアンケート調査

• ロータリアン67,000人を対象

• 回答率は15%

• 回答率は統計学的に有効

• 回答はロータリアン全体を反映：

– 地理的分布

– 年齢

– 性別

– ロータリーにおける役割



強い支持

戦略計画に関するアンケート調査の結果（2014年3月）



すべてのレベルにおける戦略計画の重要性

・国際ロータリーが戦略計画を立てること 97％

・クラブが戦略計画を立てること 96％

・地区が戦略計画を立てること 97％

極めて重要/重要/ある程度



戦略計画委員会設置 2016年規定審議会決定

戦略計画委員会は、RIと財団の合同委員会として

再編された。

• 委員会の責務： 理事会と管理委員会が以下を採択
できるよう援助する

–新しいビジョン

–ビジョンを達成するための新しい戦略計画

–測定と実行のための計画



ロータリーの戦略計画委員会の日程



ロータリーのビジョンステートメント （2017年6月採択）

私たちロータリアンは、世界で、地域社会で、

そして自分自身の中で、持続可能な良い変化

を生むために、人びとが手を取り合って行動

する世界を目指しています。

ロータリー未来に向けた準備



2017年版戦略計画に関する調査レポート

• ロータリーの未来に向けたビジョン

総計28,000名を超えるロータリーファミリーのメンバー
が調査に参加しました。
・ 20,693名のロータリアン（回答率12.9％）
・ 約7,500名のローターアクターと学友（回答率 4.9％）
・440名のロータリー職員（回答率 56.8％）

調査対象（2017年1月）
16万人以上のロータリアン、66,000名の学友、
87,500名のローターアクター、ロータリーの全職員



日本のロータリアンの参加者

• 調査対象 8,590名

• 調査参加 2,122名（回答率24.7％）

• 回答者の59％が何らかの役職者

• 回答者のロータリー入会期間

• 33％が5年未満 47％が10年以上

• 年令32％が50―59歳 34％が60－69歳

• 性別 94％男性 5％女性 未回答



会員基盤の多様性 2017年調査

・ほとんどのロータリアンがロータリーは、若者や女性の会員候補
を歓迎している。→84％

• 若い職業人のロータリーへの入会が歓迎されている。→80％

・男女や年齢の同等性は、ロータリアン全体では「重要ではない」に

ランク付けされている。

非常に
そう思う

そう思う どちらと
も言えな
い

あまりそ
う思わな
い

そう思わ
ない

全くそう
思わな
い

会員の多様
性の推進

2014 35％ 46％ 16％ 3％ 1％ 0％

会員の多様
性の推進

2012 34％ 42％ 18％ 4％ 1％ 0％



ロータリアンが理想とする団体に望まれる特質 2007年調査

・ロータリアンがロータリーに入会する理由

１・「友情と親睦」

２・「地域社会をより良くする」

・ロータリアンであり続ける理由

１・「友情」

２・「地域社会をより良くする、世界をより良くする」

ロータリーは、「友人をつくるのに良い場所である」

「地域社会と世界をより良くしている」と考えている。



クラブの戦略計画と参加意欲 2017年調査

• 2017年の調査結果の分析では、戦略計画を立

てているクラブのロータリアンは参加意欲がより
高く、会員であり続けている傾向が強いことが分
りました。

• 参加意欲の高いロータリアンの60％は戦略計
画を立てているクラブの会員でした。



日本の将来ビジョンに関する調査結果 2017年調査から

• 日本のロータリアンはポリオプラスの成果に誇りを
持っており、ロータリアンであること自体に誇りを持
っている。

• 日本のロータリアンは、会員としての視点と経験の
多様性を高く評価している。

• ほとんどのロータリアンは、自身がロータリアンであ
ることは利点であり、効果的であると感じている。

• 大多数は、他の人にロータリーを進めている。

• ほぼ半数が、自身の残りの人生もロータリアンで居
続けると予測している。



日本のロータリアンが考える今後の変化 2017年調査から

・日本のロータリアンは、次の100年間のロータリーに

関して、やや楽観的な見方をしている。

・ロータリーを変革的なリーダーとして考えていない。

・ロータリー文化が新しい考えや変化に柔軟に対応し

ていくとは感じていない傾向にある。

・ロータリー全体が変わっていくペース。

ちょうど良い55％ 速すぎる17％ 遅すぎる28％

・自身のクラブが変わっていくペース。

ちょうど良い64％ 速すぎる2％ 遅すぎる33％



2019年規定審議会 （2019年4月14－18日）

• 案件 116件

（理事会提案26件、日本13地区から30件）

• ＲＩ理事会提案～制定案１９

• ローターアクトクラブをＲＩ会員に認める件。

• 若い会員のために人頭分担金を減額する件。

（35歳以下の若いクラブ会員に対して、50％減額

しなければならない。）

・2018－19年度半期ごとに米貨32ドル

・2019－20年度半期ごとに米貨34ドル



ロータリーの目的

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として

奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある、

具体的には、次の各項を奨励することにある：

第１ 知り合いを広めることによって、奉仕の機会とすること；

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち；役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し；

社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものとすること；

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日

々、奉仕の理念を実践すること；

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、

親善、平和を推進すること。



「ロータリーの目的」

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これ

を育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある：→主文

（四つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動を起こさなければ

ならないものである）

第１モットー

Service above self

第2モットー

One profits most who serves best

超我の奉仕

最もよく奉仕す
る者、最も多く
報いられる

奉仕の理念
The Ideal of 

Service



職業奉仕に関するキーメッセージ

国際ロータリー

職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の地域社会で
奉仕を行う土台となっている。

 高潔性と倫理

 四つのテスト

 ロータリアンの行動規範

職業奉仕と職業スキルの向上、実践例から学ぶ。



ロータリアンの行動規範

ロータリアンとして、私は以下のように行動する。

1.  個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準を

もって行動する。

2.  取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対

して尊重の念をもって接する。

3.  自分の職業スキルを生かして、若い人びとを導き、特別な

ニーズを抱える人びとを助け、地域社会や世界中の人び

との生活の質を高める。

4.   ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動

は避ける。



職業奉仕の基本原則（ロータリー章典）

職業奉仕とは、あらゆる職業に携わる中で、奉仕の理念の実

践をロータリーが培い、支援する方法である。

（職業奉仕に関する声明ー1987年）

職業奉仕は、目的の第2項を土台としており、この項で、ロー

タリアンは次のことを奨励し、育むことが求められています。

①職業上の高い倫理基準を保つこと。

②役立つ仕事はすべて価値あるものと認識すること。

③社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を高潔

なものにすること。



第2項 職業奉仕（Vocational service）

奉仕（Service）という文字をその一番広い意味に使

っており、相手のニーズと環境に対して正当な配慮

を払い、他人に対していつも思いやりの心を持つこ

とを指しているのである。

 ポールハリス

「我ら職業人の親睦のエネルギーをあげて世のため
、人のために」→「親睦」は奉仕の心の会得



「ロータリーの目的」 （大樹のように成長する理想的なロータリアン）

超我の奉仕

（利他の心）

最も良く奉仕する者最も多く報いら
れる （職業人としての奉仕概念）

奉
仕
の
理
念

第１

First

第２

Second

第4

Fourth
第3

Third

Service above self One profits most who serves best

The Ideal of Service

ロータリアンの根
底に流れる

ロータリアンの根幹

①高い倫理基準

②仕事の価値認識

③職業の高潔性



ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として

奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある、

具体的には、次の各項を奨励することにある：→主文

・決議２３－３４

１）ロータリーは基本的には、一つの人生哲学であり、
それは利己的な欲求と義務およびこれに伴う他人の
ために奉仕したいという感情とのあいだに常に存在
する矛盾を和らげようとするものである。

この哲学は奉仕ー「超我の奉仕」の哲学であり、これ
は、「最も多く奉仕する者、最も多く報いられる」という
実践的な倫理原則に基づくものである。



41

・End Polio Now:歴史をつくるカウントダウン

（2018－19年度優先項目）

ポリオ撲滅は最優先項目



42

END POLIO NOW

歴史へのカウントダウン
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ロータリー平和フェロー

「次世代のグローバルな平和構築者を育成」

ロータリー平和センター 平和に向けたロータリーの活動



• 慈善団体の格付けを行う機関チャリティーナビゲーターはロ
ータリー財団に、１０回目となる4つ星の最高評価をつけまし
た。何千もの慈善団体のわずか1％です。

• ロータリー財団の財務の健全性、説明責任と透明性に対す
る徹底した姿勢が評価された。

チャリティナビゲーターによる最高評価
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SDGs(Sustainable Development Goals) 「持続可能な開発目標」

SDGs(Sustainable Development Goals) 「持続可能な開発目標」



46

ロータリークラブの世界的ネットワークである

「国際ロータリーの使命は、職業人と地域社会のリーダ
ーのネットワークを通じて、人びとに奉仕し、高潔さを奨
励し、世界理解、親善、平和を推進することである。」

ロータリアンであることに誇りを持ち、
ロータリーを語ろう！

「主役はクラブ」



47

「インスピレーションになろう」

ありがとうございました。

ポリオを撲滅し、共に歴史をつくろう！


